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　すべての人は生まれながらにして自由・平等であり、人間として大切にされる

人権という権利をもっています。人権が尊重される社会をつくっていくためには、

人権問題について正しく知り、身近な問題として考え、行動していくことが大切です。

　この啓発冊子「けいかん」は、本町で開催された7月の福岡県同和問題啓発強

調月間に併せた「街頭啓発」「人権講演会」「人権パネル展」及び「人権啓発動画」

と12月の人権週間に行った「人権啓発パネル展」等を掲載しています。

　残念ながら毎年10月に開催していた人権・同和問題地域懇談会は新型コロナ

ウイルス感染症の影響で今年も中止になりました。

● 児童の権利に関する条約「子どもの権利条約」

　子どもの基本的人権を国際的に保障するために定められた条約です。18歳未満の児

童（子ども）を権利をもつ主体と位置づけ、大人と同様ひとりの人間としての人権を認

めるとともに、成長の過程で特別な保護や配慮が必要な子どもならではの権利も定め

ています。前文と本文54条からなり、子どもの生

存、発達、参加という包括的な権利を実現・確保する

ために必要となる具体的な事項を規定しています。

　1989年の第44回国連総会において採択され、

1990年に発効しました。日本は1994年に批准し

ました。
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令和4年度の桂川町のテーマは「子どもの人権」でした

子どもの権利条約
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　桂川町では、7月の「福岡県同和問題啓発強調月間」に併せて、2018年から「啓

発動画」を毎年、作成しています。

　桂川町のホームページとケーブルテレビで6月20日から7月31日まで放映し、大変

好評でした。

7月は、福岡県同和問題啓発強調月間です。

7月3日、日曜日住民センターで人権講演会

を開催します。

新型コロナウイルス感染症に関する偏見や

差別をなくしましょう。確かな情報に基づ

き、冷静な行動をお願いします。

中学校の生徒会の

みなさんに

出演して頂きました。

最初は緊張されていたようですが、

撮影はスムーズにいきました。　　

ありがとうございました。

講師は、西九州大学非常勤講師で臨床心理

士の吉村春生さんです。

テーマは、「子どもの人権」です。

演題は、「心がかぜをひくとき」　　　　　

～“安心感”と自立 ～ です。　　　　　　　

みなさん、是非来てください!

福岡県同和問題啓発強調月間「啓発動画」
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住む場所や食べ物があり、

医療を受けられるなど、命

が守られること。

（命が守られ成長できること）

すべての子どもの命が守られ、もって生まれた能力を十分に伸ばして成長できる

よう、医療･教育･生活への支援などを受けることが保障されます。

勉強したり遊んだりして、

もって生まれた能力を十

分に伸ばしながら成長で

きること。

福岡県同和問題啓発強調月間「啓発動画」
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3

生きる権利

⑥ 生命･生存及び発達に対する権利

（子どもにとって最もよいこと）

子どもに関することが決められ、行われる時は、「その子どもにとって最もよいこ

とは何か」を第一に考えます。

③ 子どもの最善の利益

（意見を表明し参加できること）

子どもは自分に関係のある事柄について自由に意見を表すことができ、おとなは

その意見を子どもの発達に応じて十分に考慮します。

⑫ 子どもの意見の尊重

（差別のないこと）

すべての子どもは、子ども自身や親の人種や国籍・性・意見・障がい・経済状況など

どんな理由でも差別されず、条約の定めるすべての権利が保障されます。

② 差別の禁止

育つ権利

紛争に巻きこまれず、難民

になったら保護され、暴力

や搾取、有害な労働などか

ら守られること。

自由に意見を表したり団

体を作ったりできること。
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じん けん と く

　７月1日、桂川町役場付近をはじめ町内５ヶ所において、街頭啓発を行いました。　

この事業は7月の福岡県同和問題啓発強調月間に併せて行っています。

　道行く人や車中の人に声をかけ、市民講座「人権講演会」の案内チラシやリーフレッ

ト、うちわなどを配布しました。

　7月3日住民センターにおいて市民講座「人権講演会」を開催しました。

　今回の市民講座「人権講演会」は、西九州大学非常勤講師で公認心理師・臨床心理士

の吉村春生さんによる「心がかぜをひくとき」～“安心感”と自立～という演題で開催

しました。

　前回と同じコロナ禍の状況の中においても、多くの方に参加いただきました。

　全体的には、20代以上の各年代において幅広く参加が見られ、世代にかかわらず、子

どもの人権問題、特に子どもとのかかわり方について身近に感じやすい内容であった

ため、関心があったことが伺えます。

桂川町人権・同和問題啓発強調月間の取り組み

（1） 桂川町人権・同和問題啓発強調月間街頭啓発

（2） 桂川町市民講座「人権講演会」

子どもの人権  　「心がかぜをひくとき」～“安心感”と自立～　　講師　吉村 春生 さん
じんこ こころ こう し よし むら はる おあんしん かん じ りつけん
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アンケート結果や内容は次ページに掲載しています。
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まも

しゅ ゆう がい ろう どう

ぼう たい つくりょく

なん みん

う いのちりょう

ば た ものしょ べん きょう あそ

う

ぶん の せいちょう

のうりょく じゅう

けん り けんそだ りい

けん り けん りさん かまも

せい

こ

こ

さ しべつ きん

い けん そんちょう

りさい ぜん えき

せい ぞん およ はっ たつ たい けん りめい

●子どもたちにはどんな権利があるの?
こ けん り

●子どもの権利条約（ユニセフ）
こ けん じょうやくり

４つの原則
げん そく

いのち

いのちこ

こ

い けん

さ べつ

さ り ほ しょうべつ じょうやく さだ けん

ひょうめい さん か

こ

こ

こ こ じ しん

り ゆう

おや じん しゅ こく せき せい

こ はっ たつ おう じゅうぶん こう りょ

じ じぶん かん けい こと がら ゆう い けん

い けん

あらわ

こき おこな ときかん

なに だい いち

もっと

もっと

い し う ほえん しょうりょう せい かつきょういく

う ののう じゅうぶん せいちょうりょく

まも

まも

せいちょう

い けん しょう けいざいじょうきょう



令和4年度桂川町市民講座「人権講演会」
アンケート結果(全体)
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れい わ ねん ど けい せん まち し みん こう ざ じん けん こう

けっ 172名
アンケート提出者 

158名

ていしゅつしゃ

さん か しゃすう

めい

めい

「子どもの人権」　吉村 春生 さん　令和4年7月3日
こ じん けん よし むら はる お れい わ ねん がつ みっか

か ぜん たい

えん かい

男女別アンケート提出者数
だん じょ べつ てい しゅつ しゃ すう

総参加者所属内容
そう さん か しゃ しょ ぞく ない よう

参加回数
さん か かい すう

男女別・年代別アンケート提出者数
だんじょべつ ねん だい べつ てい すうしゅつしゃ

参加のきっかけは？
さん か

講演会の内容は？
こう えん かい ない よう

行政
96名
55.8%

男性
84名
53.2%

女性
67名
42.4%

はじめて
20名 12.7%

2回目
14名 8.9%

3回目
10名 6.3%

4回目
6名 3.8%

10回以上
80名
50.6%

無記入
7名
4.4%

一般、町内
63名
36.6%

一般、町外
13名
7.6%

良かった
141名
89.3%

広報誌
98名
62.0%

友人・同僚
34名
21.5%

その他 11名
7.0%

年度別参加者数
ねん ど べつ さん か しゃ すう

H29年
ねん

222名
めい

H30年
ねん

211名
めい

R元年
ねん

245名
めい

R2年
ねんがん

197名
めい

R3年
ねん

中止
ちゅうし

R4年
ねん

166名
めい

172名
めい

H28年
ねん

234名
めい

H27年
ねん

274名
めい

H26年
ねん

219名
めい

H25年
ねん

211名
めい

H24年
ねん

参加者数

いっぱん

めい

ちょうがい

ぎょうせい

む き にゅう

いっぱん

めい

めい

めい

めい

じょ せい だん せい

めい

めい

めい

めい

かい い じょう

かい め

かい め

めい

5～9回
27名
17.1%

かい

めい

めい めい

無回答 3名
1.9%

む かい とう

めい

無回答 4名
2.5%

む かい とう

めい

無回答 1名
0.6%

む かい とう

た

めい

研修会等 12名
7.6%

めいけんしゅうかい とう

めい

めい

よ

普通
13名
8.2%

めい

ふ つう

どう こう ほう しりょうゆう じん

かい め

めい

ちょうない

女
おんな おとこ

男
だい

20代

なし

無 女
おんな おとこ

男
だい

30代

なし

無 女
おんな おとこ

男
だい

40代

なし

無 女
おんな おとこ

男
だい

50代

なし

無 女
おんな おとこ

男
だい

60代

なし

無 女
おんな おとこ

男
だい

70代～

なし

無
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　今回の市民講座「人権講演会」では、子どもが幸せに生きるための権利について、心理学の観点か

ら講演いただきました。20代・30代の参加者からは、仕事や子育てに活かしていきたいなどの感想

が多くありました。子どもを守る大人が安心出来る社会が必要であり、子どもに安心感を与えるこ

とが出来る社会をつくるためにも、大人が人権感覚を磨くことが大事です。さまざまな人権問題に

ついて正しく学び、気づくことが出来るよう、今後の人権・同和問題の教育・啓発へ向けて取り組み

の推進に繋げて行く必要があると考えます。　

●『おもしろい話も、盛り込みながら、とても勉強になる話を聞くことが出来ました。もっと聞きた

いと思いました。もう一度、先生の話を聞きたいと思いました。』（50代女性）

●『今日の講座でもありましたが、“不安”を抱えている人が多くいます。元気の出るような講座があ

ればと思います。遅く来た為、リモートでの講座となりましたが、聞き取り辛く困っているとき、

関係者の方がマイクを替えたりして聞こえ易くなりました。』（60代女性）

●『笑いもあり、納得することも多かった。今年度は、予定どおりに開催されて良かったです。この市

民講座は、いつも素晴らしい心に残る講師をよばれていると受講を心待ちにしています。これか

らも期待しています。開催担当者の方々は、大変とは思いますがよろしくお願いします。（今後コ

ロナが早く終息しますように願っています）吉村先生の講演は、２～３度受講したことがあり是

非、受講したいと思い参加しました。とても参考になりたくさん笑わせてもらいました。有難うご

ざいました。』（60代女性）

●『子どもの人権を守るのは、大人の責任だということは解かっていました。しかし、守るはずの大

人（親）の心が満たされて（安定）いないと子どもの心が見えないと思います。負の連鎖なのかもし

れません。子どもたちの笑顔を見るためには、大人（親）も心の解放が必要ですね。今日の講演は子

どもたちの事のみならず、大人の心についても楽しく聞くことが出来ました。』（60代女性）

●『見返りを求める言動に違和感をもった。甘えられる社会、とても大切だと思います。しかし、現実

的には、あらゆる事を自己責任で押し付けられ、大人も小人も苦しんでいる社会を変える必要が

あると思う。その為に政治を変えなくては変わらないと思う。』（70代女性）

●『身近なことを例にして話されたのでとてもわかりやすかった。悪いこととはわかっているのに

してしまう・・・根本は原因をさぐらないと解決しない。甘えられる相手がいる子は幸せな子 つま

り安心感がある 満たされている 考えさせられました。子どもの接し方へのヒントが見えまし

た。』（50代女性）　

令和4年度 桂川町市民講座 ｢人権講演会｣
れい わ ねん ど けい せん まち し みん こう ざ かいえんこうけんじん

げん ぶん けい さい

アンケートについては、できるだけ原文のまま掲載しています。

かん そう しょうかいいち ぶ

たくさんの感想をいただきました。その一部を紹介します。

～ 内容・アンケート紹介 ～
ない よう かいしょう
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かい し みん こう ざこん こうけん かい こ しあわ い りけん りしん がく かん てんえん

こう えん

すい しん ひつ

はなし はなしも こ きべん

おも

きょう こう

おも

おも ねが こん ご

かん

わら

みん こう

き たい

はや ねが よし むら せん せい こう えん じゅ こうど ぜ

かい さい

しゅうそく

たん とう しゃ かた がた たい へん

のこざ こう じゅ こう まちしす ば こころ こころ

なっ とく おお こん ねん かい さいていど よ よ し

けい しゃ かた か き やす

おそ ためき

ざ

こう ざ き と づら こま

ふ あん かか ひと おお げん き こう ざで

おも だい じょ せい

だい じょ せい

いち せん せい はなしど き

きょう

ようつな い かんが

だい だい さん か しゃ し ごと こ

おお まも あん しん あん しんしゃ かい ひつ よう かん あたおとな

おとな

こ こで き

で き こん ご どう わ む と く

しゃ

ただ まな き

かいで き

いそだ そうかん

じん

けんじん

けんじん だいもん いくきょう はつけい

けんじん だいもんかく みが だい じかん

で き き

じゅひ

こ

こ え み

み い わかえ

てき

み ぢか

こん ぽん

あん しん かん み こ みかんが せっ かた

げん いん かい けつ あま あい て こ こしあわ

れい はな わる

こと せき にん くる しゃ かい ひつ ようじ こ お つ か

もと げん かん あま しゃ かい たい せつ げん じつおもどう

こがお

こと たの き で き

おとな

おとな

おや かい ほう ひつ よう こう えんきょう

な み こ み ふおも れん さおや あん ていこころ こころ

じん けん まも まも おとおとな せき にん わ

こう さん こう わら ありがとさん かおも

だい じょ せい

こころ

こころ だい じょ せい

だい じょ せい

おとな こども

おも おもため せい じ か か

だい じょ せい
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人権週間(12月4日～10日）
がつ よっか と お か

かんしゅうけんじん

7月の桂川町人権・同和問題啓発強調月間の取り組み(7月1日～31日）
がつ けい せん まち じん けん どう わ もん だい けい はつ きょうちょう げっ かん

ついたちがつ にち
くと

人権啓発パネル展
じん けん けい はつ てん

貧困の状態が良くわかりました。

これからは、出来る事はして行き

たいと思いました。

貧困の課題は、SDGsでも言われ

ています。人権課題もSDGsの一

柱と思います。

子どもの権利について一人ひとりが学び、子どもという扱いで

なく、一人の人格として認める意識を高める必要性がある。

　 のぼり旗・懸垂幕の設置
はた けん すい まく せっ ち

　 人権啓発パネル展（子どもの貧困 ～社会のひずみは子どもに向かう～）
じんけん けいはつ てん こ こ むひん こん しゃ かい

住民センター
じゅう みん

町立図書館前
ちょう りつ と しょ かん まえ

役場ロビー 7月13日～22日
やく がつ にち にちば

町立図書館 7月5日～12日
ちょう がつ にちいつかりつ と しょかん

役場ロビー 12月2日～20日
やく がつ はつかふつかば

（子どもの人権を考える）
こ じん かんがけん

（私たちの人権と責任）
わたし じんけん せきにん

住民センター 12月12日～20日
じゅうみん がつ にち はつか

7

アンケートより

アンケートより

(子どもの人権を考える～児童の権利に関する条約～)

(私たちの人権と責任～今こそ人権に向き合う～)

ひんこん

ひんこん か いだい

じん

ばしら おも

けん か だい ひと

じょうたい よ

で き こと

おも

い

こ じん けん

じんわたし けん じん けんせき にん いま む あ

じ どう けん り じょうやくかんが かん

こ こ あつかり ひとり

ひとり じん かく みと い しき たか ひつ よう せい

けん まな

町立図書館 12月2日～11日
がつ にちふつかちょうりつ と しょかん



人権に関する三法
じん けん かん さん ぽう

　役所や、会社やお店などが、障がいのある人に、障がいを理由に差別することを　

禁止しています。

　また、障がいのある人から、バリア(障壁)を取り除いてほしいと伝えられたとき負

担が重過ぎない範囲で対応することが求められています。

　互いのその人らしさを認め合いながら共に生きる社会を目指しましょう。

8

平成28年に、人権に関する３つの法律が施行されました

※ 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律 

へい せい ねん じん けん ほう りつ し こうかん

障 害 者 差 別 解 消 法

　ヘイトスピーチとは、特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動のことで、

人としての尊厳を傷つけたり、差別意識を生じさせることになりかねず、許される

ものではありません。

　ヘイトスピーチをなくし、違いを認め合い、

互いの人権を尊重し合う社会を共に築きま

しょう。

※ 本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取り組みの推進に関する法律

ヘイトスピーチ解消法

しょう がい しゃ さ べつ かい しょう ほう

かい しょう ほう

車イスの人が自力で飛行機

に乗ったよね。

障がい者への合理的配慮が

必要なんだよね !!

くるま

しょう しゃ

ひつ よう

ごう り てき はい りょ

の

じ りき ひ こう き

特定の国の人たちを

排除するための活動

に会場を貸すことは

出来ないよ !

とく てい くに ひと

じょうかい

で き

か

じょはい どうかつ

しょう

ほん ぽう がい しゅっ しん しゃ たい ふ とう さ べつ てき げん どう かい む と く すい しん かん ほう りつしょう

がい り ゆう さ べつ すい しん ほう りつかんかいしょう

（平成28年4月1日 施行）
へい せい ねん がつ ついたち し こう

（平成28年6月3日 施行）
へい せい ねん がつ みっか し こう

やく しょ かい しゃ みせ

きん し

しょう

しょう

おも

たが ひと みと とも

たん

い しゃ かい め ざあ

す はん い たい おう もと

しょう へき とひと のぞ つた ふ

しょうひと り ゆう さ べつ

とく てい

そんひと げん きず さ べつ

ちが みと あ

きずともかいしゃあちょうそんけんじんたが

い しき ゆるしょう

みん ぞく こく せき ひと びと はい せき さ べつ てき げん どう

人権週間(12月4日～10日）
がつ よっか と お か

かんしゅうけんじん

7月の桂川町人権・同和問題啓発強調月間の取り組み(7月1日～31日）
がつ けい せん まち じん けん どう わ もん だい けい はつ きょうちょう げっ かん

ついたちがつ にち
くと

人権啓発パネル展
じん けん けい はつ てん

貧困の状態が良くわかりました。

これからは、出来る事はして行き

たいと思いました。

貧困の課題は、SDGsでも言われ

ています。人権課題もSDGsの一

柱と思います。

子どもの権利について一人ひとりが学び、子どもという扱いで

なく、一人の人格として認める意識を高める必要性がある。

　 のぼり旗・懸垂幕の設置
はた けん すい まく せっ ち

　 人権啓発パネル展（子どもの貧困 ～社会のひずみは子どもに向かう～）
じんけん けいはつ てん こ こ むひん こん しゃ かい

住民センター
じゅう みん

町立図書館前
ちょう りつ と しょ かん まえ

役場ロビー 7月13日～22日
やく がつ にち にちば

町立図書館 7月5日～12日
ちょう がつ にちいつかりつ と しょかん

役場ロビー 12月2日～20日
やく がつ はつかふつかば

（子どもの人権を考える）
こ じん かんがけん

（私たちの人権と責任）
わたし じんけん せきにん

住民センター 12月12日～20日
じゅうみん がつ にち はつか
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アンケートより

アンケートより

(子どもの人権を考える～児童の権利に関する条約～)

(私たちの人権と責任～今こそ人権に向き合う～)

ひんこん

ひんこん か いだい
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ばしら おも
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こ こ あつかり ひとり

ひとり じん かく みと い しき たか ひつ よう せい

けん まな

町立図書館 12月2日～11日
がつ にちふつかちょうりつ と しょかん
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部 落 差 別 解 消 推 進 法
ぶ らく さ べつ かい しょう すい しん ほう

国が「部落差別は存在する」と認めた

から法律ができたんだね !!

くに ぶ らく さ べつ そん ざい みと

りつほう

　いまだに残る部落差別を解消し、部落差別のない社会を実現することがこの法の

目的です。

　また、インターネットの普及とともに、部落差別を助長するかのような悪意に満

ちた情報が書き込まれるなどもあり、部落差別を解消し一人ひとりが大切にされる

社会の実現が望まれます。

　そのため国は、部落差別解消のために次の３点を取組むことを明記しています。

第一条　この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に

伴って部落差別に関する状況の変化が生じていることを踏まえ、全ての国民に基

本的人権の享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり、部落差別は許されない

ものであるとの認識の下にこれを解消することが重要な課題であることに鑑み、

部落差別の解消に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明

らかにするとともに、相談体制の充実等について定めることにより、部落差別の

解消を推進し、もって部落差別のない社会を実現することを目的とする。

※ 部落差別の解消の推進に関する法律

※は三法の正式名称です。
さん ぽう せい しき めいしょう

さらくぶ べつ すい しん ほう りつかんかいしょう

（平成28年12月16日 施行）
へい せい ねん がつ にち し こう

のこ ぶ らく
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そう だん たい せい じゅう じつ

しょうかい すい しん しゃ かい じつ げん もく てき

とう さだ

さだ なら くに およ ち ほう こう きょう だん たい せき む あきしょう

じゅう

しょうゆう ほ に ほん こく けん ぽう り ねん

らく さ べつ

そん ざい じょう ほう か しん てん

こくすべしょうきょうじょう ふかへんかん みん き

たい せい じつだん じゅう いく けい はつきょう さじっ たい ちょう

あく い み

ぶ らく さ べつかい しょう

ふ きゅう

じょう ほう か こ

じょ ちょう

しゃ かい じつ げん ほう

① 相談体制の充実　　② 教育・啓発　　③ 実態調査

ぶ らく さ べつ

（目的）
もく てき



桂川町部落差別の解消の推進に関する条例
けい せん まち ぶ らく さ べつ かいしょう じょうすい しん かん れい
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　（目的）

第１条　この条例は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴

い部落差別の現状が変化していることを踏まえ、日本国憲法及び部落差別の解消

の推進に関する法律（平成28年法律第109号）の理念に則り、部落差別は許されな

いものであるとの認識の下にこれを解消することが重要な課題であることに鑑

み、必要な事項を定めることにより、部落差別の解消を推進し、部落差別のない桂

川町を実現することを目的とする。

　（町の責務）

第２条　町は、国及び県との適切な役割分担を踏まえ、国及び県との連携を図りつ

つ、部落差別の解消に必要な施策を推進するものとする。

　（町民の責務）

第３条　町民は、相互に基本的人権を尊重するとともに、部落差別を解消するため

の町の施策に協力し、部落差別の解消に努めるものとする。

　（相談体制の充実）

第４条　町は、国及び県との適切な役割分担を踏まえ、部落差別に関する相談に的

確に応じるための体制の充実に努めるものとする。

　（教育及び啓発の充実）

第５条　町は、国及び県との適切な役割分担を踏まえ、部落差別を解消するため、教

育及び啓発の充実に努めるものとする。

　（推進体制の充実）

第６条　町は、部落差別の解消に関する施策を効果的に推進するため、国、県及び各

種関係団体と連携を図り、推進体制の充実に努めるものとする。

　（調査の実施）

第７条　町は、部落差別の解消に関する施策を推進するため、国及び県が行う部落

差別の実態に係る調査に協力するとともに、必要に応じて、部落差別の解消に関

する調査を行うものとする。

　（委任）

第８条　この条例に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。

　附 則

この条例は、公布の日から施行する。
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（令和元年12月19日 施行）
れい がんわ ねん がつ にち し こう
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　桂川町では、人権問題について講師を派遣し、ご希望のテーマに沿って

より深く人権・同和問題について学んでいただくため「人権出前講座」を

実施しています。ぜひ、ご利用ください。

おおむね 10 人以上の町民の皆さまが実施する集会や団体

例：老人会、婦人会、会社、行政区など

「同和問題」「女性問題」「障がい者問題」「高齢者問題」

「アイヌの人々」「外国人問題」「ハンセン病回復者問題」など

無料です。（会場使用料が必要な場合は申込者負担）

　人権センターでは、人権・同和問題はもちろん、よろず相談（何でも）を

受けています。ひとりで抱え込まず話してみませんか。（相談員常駐）

　人権センターで解決できないことは、専門機関に繋げます。

● 対 　 象

　

● テ ー マ

　

● 費 　 用

まずは、人権センターにご一報を！

rinpokan@town.keisen.fukuoka.jp http://www.town.keisen.fukuoka.jp/

けい せん

ふか じん けん どう わ もん だい まな じん けん で まえ こう ざ

じっ

たい にん

れい

どう わ もん だい じょ せい もん だい しゃしょう もん だい しゃ もんこう れい だい

しゃ もんかいびょう ふく だいじん もんがい こくひと びと だい

ろう じん かい ふ じん かい かい しゃ ぎょう せい く

い じょう ちょう みん みな じっ しゅうかい だん たいししょう

ひ

じん けん じん けん

かか こ はな そう だん いん じょうちゅうう

じん

問い合わせ先/人権センター　☎0948-65-1187　fax0948-65-5004
と あ さき じん けん

新型コロナウイルス感染症に関する偏見や差別をなくそう!

確かな情報に基づき、冷静な行動をお願いします。

しん がた

たし じょうほう もと れい せい こう どう ねが

かん かん へん けん さ べつせんしょう
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まち じん けん もん だい こう し は けん き そぼう

人権出前講座
じん けん で まえ こう ざ

相談事業
そう だん じ ぎょう

（秘密厳守）
ひ みつ げん しゅ

～編集後記～
へんしゅう こう

き

れい わ れい わねん

じんがつ けん

じょう きょう

しゃ

じん けん どう わ もん
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か
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め かんがざ じん けん か むだい かい けつ と く

じゅう みん かた ひとり じん けん まちほ しょう

だい かい けつ いっ ちょう いっ せき かい けつ けっ

ちょう みん り かい かんきょうりょくみな

なか し みん こう ざ じん けん こう えん かい れい ねん かい さいがつ

どう わ もん だい ち いき こん だん かい しちゅう

ど ねん ど しん がた かん せん しょう かく だい ぼう しつづ

ホームページメールアドレス

　令和4年度も、令和3年度に続き新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、10月の人権・同和問題地域懇談会が中止になりました。

　そのような状況の中でも、市民講座「人権講演会」は例年どおり7月開催す

ることができました。町民の皆さまのご理解・ご協力に感謝いたします。あり

がとうございました。

　人権・同和問題の解決は、一朝一夕に解決できるものではなく、また、結果

がすぐに見えるものではありません。コロナ禍においても、人権啓発や学び

を止めることの無いよう、「住民の方一人ひとりの人権が保障される町づく

り」を目指して、あらゆる人権課題の解決に向けて取り組んでいきたいと考

えております。


